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【３つの基本的機能】
企業の技術課題解決に向け、３つの基本的機能を備え対応します。

①	支援機能　　　　　　　②研究開発機能　　　　　　　③連携機能

【事業推進のめざす４つの方向性】
①企業の期待に応えられる技術サービス・情報を提供します。
②技術課題の本質をとらえ、豊富な評価機器を駆使して課題解決に導きます。
③産業構造の変革に対応できるひとづくりを応援します。
④府内企業の発展を生みだす新産業の創造・新技術の開発を支援します。

【重点目標】　私たちは、中小企業の技術力向上を支援する機関として、お客様に気軽にご利用いただき、役立つサー
ビスを提供し、今後３年間でお客様満足度100％をめざします。

【技術支援】
・技術課題フォローアップの体制の確立
・地域技術相談会の実施
・機器利用技術マニュアル（仮称）の作成
・技術シートの作成
◆業務評価に係る数値目標◆
課題解決率　60％以上

①柔軟な技術支援体制　②情報共有・技術の伝承　③機器利
用者への支援体制強化（複数担当制）　④技術職員の資質向上に
取り組みます。
また、知的財産の管理、計画的な機器の整備、関係機関との
連携・交流を行います。

【研究開発】
・技術相談報告の分析による研究テーマの発掘
・企業連携技術開発等のコーディネート
・研究評価・技術移転チームによる技術移転
◆業務評価に係る数値目標◆
学術論文投稿数・口頭発表数　10件以上

【人材育成】
・1担当（グループ）1研究会の運営
・多様で幅広い研究会・セミナーの充実
・研究生・実習生受入のカリキュラム作成
◆業務評価に係る数値目標◆
運営する研究会数　8研究会以上

計画の目標を達成するために、職員一丸となって事業を推進し
ます。そのために、中期事業計画推進委員会を設置し、PDCA
に取り組みます。
また、事業の進捗状況について、公表します。

【情報発信】
・利用者の関心分野に対応したメールマガジンの発信
・多様な媒体による広報
・施設の公開
◆業務評価に係る数値目標◆
メールマガジン発行部数　19,000件以上

京都府中小企業技術センター中期事業計画

京都府中小企業技術センターでは、「中期事業指針」（実施計画期間：平成19年度～平成23年
度）の見直しを行い、当センターの基本理念等を「憲章」として定めるとともに平成24年4月から3
カ年の中期事業計画を策定しましたのでお知らせします。
これからの3年間で、当センターが企業の皆様に気軽に利用していただける「開かれたセン

ター」、そして企業のお役に立てる「頼られるセンター」をめざし、職員が一丸となって地域の企業
支援を行う機関として実践します。

京都府中小企業技術センター中期事業計画を策定しました!!
実施計画期間：平成24年4月～平成27年3月

◆ありたい姿◆

◆今後３年間の重点目標、具体的取組と主な数値目標◆

◆技術支援体制の充実・強化◆ ◆計画の推進◆

【中期事業計画のポイント】

詳細は、　http://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/inf/cen/pub/kei

【お問い合せ先】 京都府中小企業技術センター
企画連携課 企画・連携担当

TEL：075-315-８６３５  FAX：075-315-9497
E-mail：kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp


